
令和３年度 家庭の情報モラル推進部会の取組について（案） 
 

1. 部会の目的 

情報モラル（特にスマートフォンやインターネットとの正しい関わり方）について，

親子での対話の契機となるような資料を提供し，家庭での対話から情報モラルへの関

心の高まりを促すこと。 

 

2. 部会の委員構成（敬称略） 

委員 

所属 職名 氏名 

仙台市立中田小学校 PTA 会長 増田 順子 

仙台市立向陽台小学校 PTA 会長 都築 健太郎 

仙台市立折立中学校 PTA 会長 千葉 佳和 

仙台市教育局教育人事部仙台市教育センター企画情報班 指導主事 鈴木 寿幸 

仙台市教育局教育人事部仙台市教育センター企画情報班 指導主事 加藤 篤洋 

仙台市教育局学校教育部学びの連携推進室 主任指導主事 木村 昌宏 

仙台市教育局学校教育部学びの連携推進室 指導主事 鈴木 香里 

仙台市教育局学校教育部教育相談課いじめ不登校対策班 指導主事 佐藤 尚則 

仙台市教育局学校教育部教育相談課生徒指導班 指導主事 髙橋 祥浩 

アドバイザー 

所属 職名 氏名 

宮城教育大学技術教育講座 講師 板垣 翔大 

事務局 

所属 職名 氏名 

仙台市教育局生涯学習部生涯学習課 主幹 勢藤 芳弘 

仙台市教育局生涯学習部生涯学習課生涯学習係 主査 遠藤 嘉文 

 

3. 取組の概要 

  年度内に 2 回程度の推進部会を開催し，次の事項についての検討及び作業を行う。 

①家庭用啓発リーフレットの作成 

 昨年度の振り返り及び助言等を受け，以下の点を重視したリーフレットを作成する 

  

・完成目標１０月中，１１月上旬配付（PTA フェスティバル） 

・困ったときの対応を親子で考えられる資料を提示する。 

・学校部会と連携し，授業参観や PTA 行事での活用機会を探る。 

・活用後の調査実施（抽出形式） 

②過去のリーフレット活用方法検討 

③作成するリーフレットのイメージ（案） 

①仕様   Ａ４サイズ・両面・見開き４ページ 

②印刷部数 ９２，０００部 ※市内小中学校へ配付予定 

③内容案  下表のとおり 

概 要（案） 

○親子の対話や学習を通してトラブルへの対処方法のためのリーフレットであることを

明示する。 

○親子の対話や学習を通してトラブルへの対処方法を促す「ストーリー」などについて絵

図等を用いながら示す。 

○家庭でルールを作るための欄を設ける。 

○参考となる参照先，過年度までの資料格納先等を紹介する。 

 

GIGA スクール構想による一人一台端末が導入された今だからこそ，親子で本腰を

入れて対話し，危険性等を理解した上で家庭における情報端末を使用する際の約束

事を定め，積極的・効果的な活用の啓発を図る。 
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4. 令和３年度のスケジュール（案） 

日程 内容 備考 

7～8 月 第１回「家庭の情報モラル

推進部会」 

リーフレットへの掲載内容の検討協議等 

リーフレット完成，活用方法等の検討 

11 月 リーフレット周知，配付等 学校を通じて児童生徒の保護者への配付 

仙台市ホームページへの掲載 

併せて，仙台市 PTA フェスティバルでの来場者

への配付・PR 

アンケート依頼・集計・分析 

1～2 月 第２回「家庭の情報モラル

推進部会」 

今年度の振り返り及び次年度以降への提言等 

 

 


